
                               ３月２３日は終業式を行いました。私からの話は、「まずは第９５ 

回記念選抜高等学校野球大会全校応援の意味と皆さんの頑 

張りに対するお礼。そして目標を達成するには皆さんの協力が必要だった」とい 

うことをもとに、自分１人の目標であっても多くの人の協力が必要で、感謝の気 

持ちを持つということについて春季休業中に今年を振り返りながら考えて欲しい 

という内容でした。私の目標は全校生徒との面談と「校長室から」を７５号出す 

ことでした。全校生徒の面談は２月６日に達成し、「校長室から」は８５号となり 

目標を達成できたのですが、それには生徒・職員の協力がなくては達成できな 

かったということです。「校長室から」は職員生徒の共通理解を図ることと、広 

報が目的です。そのためには話題が提供 

されなくてはなりません。今年の社高校は 

新聞掲載量も多く、話題に事欠かなかっ 

たと思います。それは先生方が生徒の皆さ 

んのことを考えて計画を立て、ご指導いた 

だいたこと、さらにそれを皆さんがしっかりと 

受け止めて成果を出したことにつきます。今年本校は創立１１０周年を迎えます 

が、その勢いを止めることなく進化を遂げ、盛り上げていきたいと考えています。 

そのためには皆さんが自分磨きをしっかりとして、感謝の気持ちを持って日々の 

生活を送ることで継続していけると思っています。どうか、自らの良いところを認 

識して、自分を磨き、成長を感じられるようになってください。新しい学年になる今 

がチャンスです。よろしくお願いします。私の話の後は山本生徒指導部長から 

生活心得の話をされました。特に自転車の運転に関して、ヘルメット着用が努

力義務化されていることを意識した安全運転を心がけることなどが話されました。 

 ２３日午後からは合格者招集です。推薦入試や特色選抜で合格した者も含め､新１年生が集合して、本校

の説明を受け、物品購入をします。足下の悪い中ではありましたが、定刻に説明会は開始され、教務関係、

生徒指導関係、事務室からのお知らせ等必要な話を聞いてもらいました。その後は班ごとに分かれて教科書

販売や、体操服及び制服の採寸など入学準備をしてもらいました。次回は４月４日にその受け取りがあり、４月

１０日の入学式を迎えることになります。長時間にわたり大変だったと思いますが、合格者の皆さん、並びに保

護者の皆さんご協力ありがとうございました「＠： 

               ３月２６日神戸新聞には卒業生が作った校歌の銅板製作 

についての記事が掲載。掲げられた銅板校歌のもとで、卒 

業生が笑顔で対応してくれました。卒業生達も卒業式の時 

は体育館入り口にありましたので､渡り廊下に設置されたもの 

は初めて見たようで。とても思い出深い、心のこもった製作品 

となっています。４月からは校歌を歌えるようになるので、新 

入生が見て覚え、在校生はしっかりと声を出してくれるものと思います。 

 ３月２６日はさらに、生活科学科家庭クラブ１．２年生が加古川ヤマトヤシキでの販売実習に臨んでいました。 

いつもの場所とは違い、エスカレーター前の若干奥まった場所でしたので、なかなか集客が難しく、経験不足

から声もなかなか出ていないようでしたが、買い物に来られた方には関心を持っていただいていました。 

 桜の開花予想が随分早く、すでに満開を迎えようとしています。例年入学式の時 

にこの前庭で保護者と生徒が記念写真を撮る姿が印象的でしたが、今年は３月中 

に満開となりそうです。入学式まではこの姿を持続できそうにないので、写真に収めま 

した。今が見頃となっています。陸上競技場の方はもう２．３日後でしょうか。この時期期しか見られない光景で

すので、是非見に来ていただければと思います。 

 そして３月３１日。長きにわたり皆様にお世話になりましたが､私､若浦は定年退職を 
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迎えることとなりました。「校長室から」も本年は目標の７５号を大きく超え、８５号を発行することができました。ま

た生徒の皆さん、そして先生方の協力もあり、全校生徒面談を３年間実施することができました。本当に感謝

申し上げます。社高校での４年間は本当に充実していました。十分に広報できなかったところはあるかと思いま

すが、私なりにはできる事はやってきたつもりなのでご容赦願えればと思います。生徒達の活動、先生方のご

指導､校務員さん・寮の調理員さん・事務室の皆様のご協力が私の心の支えとなり、日々過ごさせていただき

ました。また、ＰＴＡ、加東市の関係者はじめ地域の皆様からは厳しいご意見も頂戴しましたが、暖かく支えてい

ただける事の方が多く、感謝申し上げます。これからは一加東市民として社高校を応援していきたいと思いま

すので、特に新２．３年生の皆さんは、私が面談で話をしたようなことをしっかり考え､力を発揮していってください。

先生方におかれましても、上り調子の今､その勢いを止めることなく生徒達の成長を支援してあげてください。校

務員さん・寮の調理員さん・事務室の皆様には生徒活動が滞りなくできますよう引き続きの支援をお願いいた

します。また創立１１０周年に向けては PTA、同窓会の皆様にもご協力をお願い申し上げねばなりません。皆様、

社高校をよろしくお願いいたします。４年間本当にありがとうございました。「校長室から」SEASON４を終わらせて

いただきます。 


